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６階平面図（改修後）

令和７年度　食堂撤去修繕

工事名称

食堂撤去修繕

縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

R7.5



R7.5

設計年月日

縮尺

相模原市

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
図面番号図面名称

１．修繕名称

４．工事内容

３．工事建物

２．工事場所

特記仕様書・案内図 A-01

■設計図書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　必要に応じ、清掃、現状復旧等の処置を受注者の責任において行うこと。

【特記仕様書】

１．危害

　　・事故防止等

０ ３ 　 その他

３．工事看板

　　　　・用水

１．仮設計画

０２　仮設工事

　写真撮影を行うこと。

■製作・発注物品の同等確認などは、製作・発注前に必ず監督員の承諾を受けること。

　を確認すること。なお、寸法等の変更を要する箇所が生じた場合は直ちに監督員に報告し、必ずその指示に従うこと。

■施工に先立ち、工事に関連する部分の実測を確実に行った上で設計図書との照合を行い、所定の寸法が確保できること

　の写し、許可証の写し等、その他必要と思われるもの）

　施工手順及び要領、安全管理対策等（安全管理組織等）、環境対策、産業廃棄物の処理計画、産業廃棄物処理委託契約書

■施工に先立ち、施工計画書を作成し監督員の承諾を得る。（工事概要、工程表、緊急連絡体制表、現場組織図、各工程の４．施工計画

■設計図書に疑義を生じた場合は、監督員と協議を行い、承諾を得てから施工を行う。３．疑　義

■設計図書の構成及び表示事項に不一致がある場合の優先順位は下記による。

　　　　　適用

２．設計図書の

１．共通仕様

０１　一般事項

２．工事電力

１）質問回答書

２）現場説明書

３）特記仕様書

４）図面

■撮影にあたっては工事黒板等を使用し、「工事写真撮影ガイドブック（監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部）」等を基準として

■関係法令に従い、受注者の責任において処理を行うものとする。またマニフェストの原本（Ａ・Ｅ）を提示すること。

■使用材料の出荷証明書を監督員に提出すること。

■工事着手前と完成後を同じアングルで撮影し、完成写真帳として見開きで比較できるよう整理すること。

■火気の使用、引火物の管理には厳重な注意を払い、消火器を適切に配置すること。また防火管理体制を整え、緊急時に対処すること。

■施工に伴う第三者への損害等は受注者の責任において保障及び対応すること。

【修繕概要】

【案内図】

N

相模原市役所

相模原郵便局

食堂撤去修繕

相模原市民会館

国
道

16号
線

相
模
原

横
山
線

■搬入路、資材置場、工事看板等を明記した仮設計画及び図面を作成し、監督員の承諾を得ること。

■工事現場付近の建造物、利用者等に損害を与えないよう十分に注意を払うこと。

相模原市役所本庁舎本館(6階食堂)

　改修標仕に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(電気設備工事編)(機械設備工事編)」の令和４年版による。（以下、「標仕」という。）

　「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(電気設備工事編)(機械設備工事編）」令和４年版による。(以下、「改修標仕」という。)

食堂の設備一部撤去、壁設置、OA床設置等

２．作業時間等

工事名称

食堂撤去修繕

縮尺

設計年月日

５）「改修標仕」「標仕」

５．施工図書

６．使用材料

７．工事写真

８．発生材の処理

■構内既存の施設　□利用できない　　■利用できる　（■有償　□無償）

■現場に表示する看板は工事標示板、建設業許可票、労災関係成立票、石綿事前調査結果とすること。

相模原市中央区中央2-11-15

相模原市中央区中央2-11-15　相模原市役所本庁舎本館(6階食堂)

■作業時間は原則８：３０から１７：００とし、撤去等大きな音の出る作業、塗装・グリストラップ清掃等臭気の出る作業、及び

搬出入作業についてはは土日・祝日に行うこと。

３．室内空気中の

化学物質濃度測定

■空気中に含まれるホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度測定を実施

し、報告書にり結果を報告する。試料採取方法は吸引不法とし、１か所当たりの試料は２採取試料を同時採取する。また、分析は

厚生労働省「室内空気中化学物質の室内濃度指針値及び標準的測定方法についてに準ずる。(工事完成時・ホール部・1か所)



第１別館

相模原市

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
図面番号図面名称工事名称

食堂撤去修繕

第５会議室

2,000

EV

EV

EV

正面出入口

第４会議室

EV

EV

EV

ｶﾗｰｺｰﾝ＋ ｾｰﾌﾃｨｰﾊﾞｰ

第一駐車場

本庁舎本館

第２別館

【1階平面図　1：500】

【6階平面図　1：500】

1/1000、1/500

【配置図　1：1000】

25,000

A-02

2,000

交通誘導員(搬出入時　2名×10日程度)

搬出入経路（廊下74.3㎡、EV床・壁10.8㎡程度)

食堂(ﾎｰﾙ)

厨房

喫茶厨房

厨房前廊下

市
道
南
橋
本
弥
栄
荘

搬
出
入
車
両
出
入
口

指定車
駐車場

搬出入車両

縮尺

設計年月日

縮尺

設計年月日

R7.5

配置図・仮設計画図（参考図）

搬出入車両

・通勤用車両については、平日は第一駐車場、第二駐車場等周辺の駐車場を利用すること。

土日・祝日は指定車駐車場を利用してよいが、場所はあらかじめ監督員に確認すること。
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塗装時養生(ｸﾞﾘｽﾄﾗｯﾌﾟ周囲)6.7㎡程度

修繕対象範囲

【注意事項】

・搬出入は土日・祝日に行うこと。

・搬出入時は交通誘導員を配置すること。

先導し、通行人等の安全を確認すること。

また、搬出入作業は必ず2名以上で行い、1名は誘導員

とする。ただし、EV内及び6階の通路については、

閉庁日の間は設置したままとしてもよい。

・平日の作業においては、ｶﾗｰｺｰﾝ等で会議室利用者の

動線を区画すること。

・搬出入経路及びEV内の養生は、原則都度撤去･再設置



W=270、

　ホ－ル

相模原市

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
図面番号図面名称

壁幅　木
RC壁・軽鉄壁面：ZC吹付
【既存のまま】

床

【仕上表】

改修後
厨房、
喫茶厨房

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水＋ｼﾘﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ【既存のまま】

厨房用ﾀｲﾙ【既存のまま】

OAﾌﾛｱ【新設】

改修前

─
ﾀｲﾙ【既存のまま】

天　井
岩綿吸音板t=12【既存のまま】
※ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ撤去に伴う欠損部のみ張替え

ｹｲｶﾙ板　EP【既存のまま】
改修前

─

ﾋﾞﾆﾙ幅木H＝100【撤去】

改修後 水洗い(厨房のみ) ─ ─

ｷｬｯｼｬｰ台小1800×1050、H=820程度、ﾄｷｬｯｼｬｰ台大1800×2075、H=820程度
ﾄﾚｲ台①～③350×1190、H=820程度、冷蔵ｼｮｰｹｰｽ①～③700×1190、H=1800程度

、給茶機①～③480×450 H=770程度給水機①～③600×370 H=610程度
台①～③985×1400 H=840程度、配管類・ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ各2か所共

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ(ｷｬｯｼｬｰ台小用1、ｷｬｯｼｬｰ台大用2か所)共

撤去残置

(参考)ﾎｰﾙ内主な撤去器具等

洗面化粧台565×1900、H=720程度(鏡は既存のまま)
配管類・ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ2か所共

ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱｰ W=520、H=750、撤去範囲L=8.5ｍ程度

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ 柱50×50、H=2400～2800程度 柱型鉄板　980×710
取外し済み鉄板　830×710処分共ﾊﾟﾈﾙ部1200×1150、1545×1150程度

8,0003,0008,000 1,8009,500

ﾄﾚｲ台①

Ｂ階段室

Ａ階段室

EPS

廊下

廊下

(工事対象外)

第４会議室

(工事対象外)

第５会議室

喫茶厨房

厨房
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40

ﾄﾚｲ台②

【撤去】

【撤去】
【撤去】
ﾄﾚｲ台③

金属ﾌﾟﾚｰﾄ【撤去】
什器固定用

460×520程度

※厨房内機器類は残置

柱型鉄板【撤去】
取外し済鉄板処分含む

４ ５ ７ ８ ９

給水器等
水栓ﾊﾞﾙﾌﾞ

洗面台
水栓ﾊﾞﾙﾌﾞ

食堂(ﾎｰﾙ)

壁看板300×850ｔ=6

※厨房内機器類は残置

ｷｬｯｼｬｰ台小、大【撤去】

洗面化粧台【撤去】

分電盤
6LP-1

配管撤去(斫り・壁面で切断・閉塞・ﾓﾙﾀﾙ補修）

排水口：化粧用床上掃除口φ50取付1か所）、

給水器・給茶器・台①【撤去】

給水器・給茶器・台③【撤去】

ﾌﾛﾝ回収処理、配管撤去
給水器・給茶器・台②【撤去】

ﾌﾛﾝ回収処理、配管撤去

ﾌﾛﾝ回収処理、配管撤去(①～③共通)

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ3か所(系統 310)撤去共(※)

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ2か所(回路 311、312 )

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ2か所(回路 313、314 )撤去共(※)

撤去共(※)

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ2か所(回路 315、316 )撤去共(※)

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ2か所撤去(※)

注意事項

・器具類解体撤去等、大きな音の出る作業及び搬出入は土日・祝日に実施すること。

…斫り、ﾓﾙﾀﾙ補修、絶縁処理、分電盤切り離し共とする。※ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ撤去(共通)

６階平面図（改修前） A-03

厨房事務室
(工事対象外)

厨房前廊下

R7.5

縮尺工事名称

食堂撤去修繕

縮尺

設計年月日

ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱｰ式食洗器
【一部撤去(斜線部)】

(6FL± 0)

(6FL+150)

12

1/150

(給水管：斫り・FL以下で切断・閉塞・ﾓﾙﾀﾙ補修、

壁面、床面で斫り・切断・閉塞・ﾓﾙﾀﾙ補修
通気管φ75【撤去】

─ ─
【既存のまま】

─

7枚【撤去】ﾋﾞｽ穴補修各4か所共

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ【撤去】

ﾋﾞｽ穴補修4か所共
40×40 H=970程度

ｱｸﾘﾙ幅木H=100
L=3300程度【撤去】
ﾋﾞｽ穴補修14か所共

壁看板360×530 t6【撤去】
ﾋﾞｽ穴補修4か所共

・給水管撤去前に、水栓ﾊﾞﾙﾌﾞを閉めて止水すること。

・ｺﾝｾﾝﾄ類撤去前に分電盤のﾌﾞﾚｰｶｰをOFFし、通電していないことを確認すること。

・会議室の利用者の安全に注意すること。

食堂(ﾎｰﾙ)

(CH＝ 2400～ 2800)
(6FL± 0)

天井ﾋﾞｽ穴補修2か所共
吊り看板300×700 t6【撤去】

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ【撤去】

撤去跡補修等

2か所取外し・再取付け共
照明(天井直付型）
天井：岩綿吸音板t=12張替(5枚）

50×50程度　4か所
床：柱撤去跡ﾓﾙﾀﾙ補修

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ4か所(系統 310)撤去共(※)

(①～③共通)

冷蔵ｼｮｰｹｰｽ①～③【撤去】
ﾌﾛﾝ回収処理、ｼｮｰｹｰｽ用排水口
化粧用床上掃除口φ50取付1か所共

ﾄﾚｲﾚｰﾙ【撤去】
L=10,280程度

ﾌﾞﾗｹｯﾄ撤去跡ﾊﾟﾃ埋め補修16か所共

(6FL＋ 230)



相模原市

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
図面番号図面名称

６階平面図（改修後） A-04

厨房

　ホ－ル

ＰＳ

男子便所

廊下

Ｂ階段室

Ｄ
Ｎ

Ｕ
Ｐ

Ａ階段室

1
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00
9,

50
0

5
00

8,
00

0
3,

00
0

50
0

2,
00

0

8,
0
00

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

EPS

廊下

廊下

女子便所

身障者便所

身障者便所

(工事対象外)

第４会議室

(工事対象外)

第５会議室

1,
50

0

４ ５ ７ ８ ９

8,0003,0008,000 1,8009,500

喫茶厨房

厨房床・水洗い範囲(ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ)110㎡程度

ﾅｶ工業㈱AZ5000-DP同等品以上　H＝100

6LP-1
分電盤

ＥＬＶ
ＮＯ．３

ＥＬＶ
ＮＯ．２

ＥＬＶ
ＮＯ．１

ｸﾞﾘｽﾄﾗｯﾌﾟ清掃・封止
600×1100、D=600程度

ｺﾝﾍﾞﾔ用開口閉塞【新設】

ｸﾞﾘｽﾄﾗｯﾌﾟ清掃・封止
900×1700、D=850程度

ｶｳﾝﾀｰ開口閉塞【新設】

3
00

200
450

45
0

排水溝W＝200～300、D=60～165、450角6か所

ｶﾞｽﾃｰﾌﾞﾙ清掃(油落とし程度)

LGS　W65、P.B t=12.5
535×825程度

LGS　W65、P.B t=12.5
H=620

床：既存ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ床の上にOAフロア【新設】

8,160.438,160.43

7,
04

0

1,400 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ　東ﾘGA100同等品以上　255㎡程度

ｽﾛｰﾌﾟ1/12

厨房事務室
(工事対象外)

(6FL± 0)

OAフロア・カーペット範囲

清掃(汚泥除去・水洗い洗浄）床 水洗い洗浄(ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ)

(6FL＋ 230)

(6FL+150) 815 1,200

2230×1500、H＝900程度

(参考）改修範囲現況写真

厨房ｸﾞﾘｽﾄﾗｯﾌﾟ

喫茶厨房(器具類は残置)

ﾎｰﾙ部(ﾃｰﾌﾞﾙ等の撤去は別途)

ﾎｰﾙ部②

厨房内　器具等は残置

厨房ｶﾞｽﾃｰﾌﾞﾙ　(清掃対象)

R7.5

縮尺工事名称

食堂撤去修繕

縮尺

設計年月日

1/150

EP塗装

EP塗装

汚泥撤去、洗浄・消毒
排水管φ125切断・ｷｬｯﾌﾟ止め
ｹﾚﾝの上防錆塗装　共

W=200、D=60～165
排水溝清掃（汚泥撤去・水洗い洗浄)

汚泥撤去、洗浄・消毒

ｹﾚﾝの上防錆塗装　共
排水管φ125切断・ｷｬｯﾌﾟ止め

（6FL＋100、CH＝2300～2700）

(6FL± 0)

厨房前廊下


